
令和５年 第３回
安全対策連絡協議会

令和５年１２月２１日
在エチオピア日本国大使館
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参加者へのお願い

マイク及びビデオの設定をオフにして下さい。

発言希望の方は、「挙手ボタン」で合図をお願いします。

当地における停電、通信事情により、会議中にトラブル
が発生する可能性があります。ご理解願います。
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次 第
１．挨拶
２．国内情勢
（１）ティグライ州・アムハラ州・オロミア州情勢
（２）アムハラ州情勢詳細
３．国内治安情勢
（１）危険レベルの改訂
（２）国内全体の治安情勢（含む最近のオロミア州情勢）
（３）邦人被害案件と防犯対策
４．医療情報
（１）インフルエンザ
（２）新型コロナウイルス
５．大使館からのお知らせ
６．質疑応答
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１．挨拶
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２．国内情勢
（１）ティグライ州・アムハラ州・オロミア州情勢

（２）アムハラ州情勢詳細
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各州情勢（本年８月以降）

●本年８月以降、ティグライ州の治安は比較的安定。
●アムハラ州では、国防軍との戦闘が継続的に発生。
●オロミア州ではOLAと連邦政府との和平交渉が再開したが、合意に至らず。

【総 論】
・１１月４日プレトリア和平合意締結１周年
を迎え、我が国含む主要国は共同声明を
発表し、和平合意の確実な履行を要請。
・９月人権理事会でICHREE（※注）のマン
デート延長は不採択。
・ドナー各国はティグライ州の復興に対して
続々と支援を決定。

【総 論】
・本年８月非常事態宣言発令後も、FANOと
国防軍との戦闘は継続的に発生。
・同州では民間人に対する攻撃も報告されてお
り、事態沈静化の気配なし。
・米ブリンケン国務長官はアビィ首相との電話会
談で政治的対話の重要性を主張、

【総 論】
・オロミア州各地域にて国防軍との戦闘や民間人
への襲撃が発生。また、外国人労働者も標的に
なっている。
・１１月の米・IAGD等の支援を受けたオロモ解
放軍（OLA）と連邦政府との和平交渉は特段
の合意無く終了。

ティグライ州 アムハラ州 オロミア州

《今後の注目すべき動き》
・国民対話の実施と移行期正義の実施方針
策定中、どのように同州を参加させるかが
課題。
・西ティグライ地域の帰属。
・州内政治の動向。

《今後の注目すべき動き》
・和平交渉に向けた動き。
・非常事態宣言期限の明年２月以降の連邦政
府のアムハラ州に対する対応。

《今後の注目すべき動き》
・和平交渉再開に向けた動き。

注：



２．（２）アムハラ州情勢詳細
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３．国内治安情勢
（１）危険レベルの改訂
（２）国内全体の治安情勢

（含む最近のオロミア情勢）
（３）邦人被害案件と防犯対策
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【ポイント】
○ティグライ州メケレ市及びシレ市のレベル引き下げ（４→２）
○ティグライ州（西部及び国境・アムハラ州境地帯等除く）、アファー
ル州のティグライ州境地帯のレベル引き下げ（４→３）
○ケニアとの国境地帯のレベル引き上げ（２→３）

１

2

3

レベル１

レベル２

レベル４

レベル３

十分注意してください。

不要不急の渡航は止めてください。

渡航は止めてください。（渡航中止勧告）

退避してください。渡航は止めてください。（退避勧告）

３．（１）国内治安情勢：危険レベルの改訂

2023年9月19日改訂



３．（２）国内全体の治安情勢１
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番号 場 所 詳 細

①
ガンベラ州
アニュワク
県

9/9、Dimma郡でスルマ族民兵が金鉱山
労働者12人をロープで縛った後射殺。

②
オロミア州
ブノベデレ
県

11/23、Chwaka郡でOLAを標的にエチ
オピア空軍がドローン攻撃を行い、民間
人を含む少なくとも20人が死亡。

③
オロミア州
東ウェレガ
県

11/27頃、Ibentu郡で、国防軍とOLAが
衝突し、民間人を含む11人が死亡。

④ オロミア州
北シェワ県

10/19、Ficheの中国系セメント工場を
OLAが襲撃、治安機関との衝突の後、中
国人9人を拉致。

⑤ オロミア州
アルシ県

11/23 Shirka郡で、OLAとみられる武装
集団が民間人を攻撃、エチオピア正教徒
少なくとも27人が死亡。

⑥ ソマリ州
コラヘ県

9/9、Shilabo近郊で、正体不明の氏族民
兵が非番の地元治安機関職員を含む12人
を射殺。

⑦
中央エチオ
ピア州
グラゲ県

10/1、Mareko特別郡で、メスカン族民
兵と思料される集団がマレコ族民間人を
攻撃、6人が死亡、11人が負傷。この攻
撃後さらに6人が行方不明となり、80以
上の家が破壊された。

５

６

７

1

４

２

３
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●11月21日
タンザニア・ダルエスサラームで行

われていた連邦政府とOLAとの第2回
和平交渉は、合意に達せず終了。
（和平交渉開始前の11月初旬には衝突
事案等は一時的に減少）

●11月中旬以降（和平交渉中から）
OLAと治安部隊との衝突、OLAとみ

られる武装集団による民間人襲撃、誘
拐事案等が州内各地（特に西シェワ県、
東シェワ県、北シェワ県、アルシ県、
東ウェレガ県、ホログドゥル・ウェレ
ガ県、ブノベデレ県等）で増加。

国防軍のドローン攻撃による民間人
死傷者も発生。

３．（２）国内全体の治安情勢２：オロミア州

武力衝突、誘拐等の多発地域

アディスアベバ



３．（３）アディスアベバ市内での邦人被害案件

前回協議会資料以降に発生した邦人被害（8月20日～）
発生日時 場 所 被 害 被害詳細

１ 8月20日
11:30頃

アディスアベバ市
ボレ地区

メダニアレム教会付近

スマートフォン
窃盗被害
（スリ）

被害者と邦人１名が徒歩移動中、前方から来た複数の少年達の１名
から腕を掴まれ、振りほどいている間に、上着ポケットに入れてい
たスマートフォンを窃取された。

２ 8月20日
14:00頃

アディスアベバ市
オールドエアポート地区

カナダ大使館付近
窃盗未遂

被害者と邦人２名が徒歩移動中、被害者達を追い抜いて停車した車
両から降車した男が、歩道に向け唾を吐きそれが被害者達の衣服に
付着。男は謝罪しながら唾を拭き取る素振りをしつつ被害者の背
負っていたリュックサックの外側ポケットファスナーを開けるも在
中品がなく窃盗被害は免れた。

３ 8月29日
正午頃

アディスアベバ市
メルカト地区

メルカト・マーケット付近

スマートフォン
窃盗被害

（ひったくり）

被害者が単独徒歩移動中、前方から来た男性とすれ違い様に体がぶ
つかり、振り返ったところ、いきならい左足を蹴られた。驚いて自
身の左足付近に気を取られている間に、ズボン右ポケットに入れて
いたスマートフォンを窃取された。

４ 8月30日
22:00頃

アディスアベバ市
ボレ・アトラス地区

ミッキー・レランド通り

スマートフォン
窃盗被害

（ひったくり）

被害者と邦人１名で徒歩移動中、男２名が近づいてきて１名が突然
大声で何かを訴えながら被害者の左腕を強く掴み、振りほどいてい
る間にズボン右ポケットに入れていたスマートフォンを窃取された。

５ 10月28日
21:00頃

ボレ国際空港からの
タクシー車内

旅券及び書類
窃盗被害

被害者が空港敷地内で客待ちをしていタクシーに乗車した際、運転手から
大型荷物を後部座席上に置き、助手席に座るよう、またリュックサックも
運転席後ろの足下へ置くよう言われそれに従った。乗車中運転手は左手を
後方に伸ばしたりする等の動きがあった。ホテル到着時、支払い等に齟齬
があり被害者が車両番号、運転手氏名等を控えた上支払いしてチェックイ
ン。その後ホテルスタッフが運転手にが持ってきたと言ってリュックサッ
クに入れていた旅券及び書類を届けた。 12



対 策

被 害 手 口 対 策 等

１
スマートフォン

窃盗被害
（スリ）

・物売りを称する複数の人物によるスリ
・１名が注意を被害者の注意を引いている隙に他の人

物が所持品の奪い去る行為。

・徒歩での移動は極力避ける
・接近する人物には十分に警戒・近寄らせない

２
スマートフォン

窃盗被害
（ひったくり）

・上記同様、複数の人物によるひったくり行為
・腕を掴む、唾をかけるなどして、注意を引いている

隙に所持品を奪い去る行為。

・所持品は内ポケットなどに収納
・携帯電話には、ストラップを付けることで被害を

防げる

３
タクシー乗車中

の窃盗被害

・運転席後方等に荷物を置かせ、助手席に乗車した被
害者の隙をついて荷物在中品を奪い取る行為。

・助手席に乗車した被害者に覆い被さるように助手席
側ドアを開閉し、その間に被害者衣服等から所持品
を奪い去る行為。等

・貴重品は身体から離さない
・助手席ではなく、後部座席に乗車する（荷物を後

部に置いて助手席に乗車するよう言うタクシーに
は乗車しない）

・ホテルの送迎車、配車アプリ（RIDEなど）の運
転手を装った者に注意

13

誰でも被害に遭う可能性があります。他人事と思わず自衛を心がけてください。

３．（３）アディスアベバ市内での邦人被害案件

ヨーロッパ等の旅行先で窃盗被害に遭う可能性もあります。
旅行先でも、自衛を心掛けてください。



盗難被害防止対策例

ネックストラップの活用

盗難防止（紛失・落下破損防止に有効）
14

ファスナーロックの例

カバン内の貴重品盗難防止に有効
（カバンに付帯してるものある）
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４．医療情報
（１）インフルエンザ
（２）新型コロナウイルス
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（１）インフルエンザ

エチオピアの感染状況
12月10日までのデータ

[WHO FluNETより]
特徴
①コロナ前：どの時期にもインフルエンザはあった
②2023年以後、季節性が出現？（2023年7,8月の報告数は少なかった） 12月に極大
③流行期は北半球の似てきている？
④流行の型はＨ３Ｎ２が最も多く、H1N1が続く （分布は世界平均に似る）
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（１）インフルエンザ

エチオピア（上）と北半球（下）の比較
12月10日までのデータ

[WHO FluNETより]
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各グラフの縦軸の数字は
1000倍違うことに注意を

↑ 夏でも検出されていることに注意



（１）インフルエンザ

エチオピア（上）と南半球（下）との比較
12月10日までのデータ

[WHO FluNETより]
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（１）インフルエンザ

日本の感染状況
12月10日までのデータ

国立感染症研究所のデータをNHKがまとめたもの
前週比 7.00 ↑
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（１）インフルエンザ

一般的な情報

原 因 ：インフルエンザウイルス
感染様式：飛沫感染
感染部位：鼻、咽喉から全身へ. 時に中枢神経に及ぶ
特 徴 ：一般のかぜより症状が重くなりやすい.

特に高齢者と小児、基礎疾患ある人.
流 行 ：程度とピーク時期は、その年（流行株）で異なる. 

かつては冬（北半球は11月〜4月）にだけ流行した.
2009年のH1N1以後は、夏でも見られる.
熱帯・亜熱帯地域では、雨季を中心として発生する.

いまだ人類に残されている最大級の疫病.日本では５類感染症.

参考：不織布マスクの目は2,000 nm
布マスクの目は5,000 nm
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（１）インフルエンザ

インフルエンザウイルスについて

・A，B，C，（D）の4型があり、流行するのはA型とB型。

・ヒトの免疫は、A型とB型の表面蛋白質を攻撃する。

・A型では、蛋白質HAが１５種類、NAが９種類ある。

・組み合わせでH1N１などと亜型分類。蛋白質の変化で流行する。

・大流行は、亜型ウイルスが突然変化して、従来型に代わって起こる。

1918年 スペインかぜ（H1N1） 1957年アジアかぜ（H2N2） 1968年香港型（H3N2）
1977年 ソ連型（H1N1） 2009年 豚インフルエンザ（H1N1）
現在はA型であるH3N2とH1N1、およびB型の3種が世界中で流行中。

［出典：MSDマニュアルプロフェッショナル版］
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（１）インフルエンザ

臨床経過
（Clinical Natural course)

•感染後1～3日間の潜伏期間の後に発症する。（この間、感染力あり）
•症状は、発熱（通常38℃以上の高熱）、頭痛、全身倦怠感、筋肉痛・
関節痛で始まり、咳、鼻汁などの上気道炎症状が続く。

•約1週間の経過で軽快するが、いわゆる「かぜ」より全身症状が強い。
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（１）インフルエンザ

診断と治療

•迅速抗原検査キット
15-20分あればAかBかまで判明する.

•亜型までを知りたいときは、HI法（抗体測定）.
遺伝子診断法（RT-PCR）もある.

•休息、水分補給、対症療法のみで治癒する.
•治療薬として、ノイラミニダーゼ阻害薬（オセルタミビル、ザナミビル、等）が
あるが、効果はどれも症状を1日短縮する程度.

•出席基準は、症状軽快かる解熱後48時間経過してから。（学校保健法）
成人に明確な基準は設定されていないが、これに準ずる.



24

（１）インフルエンザ

治療に関する注意点

• タミフル等、ノイラミニダーゼ阻害薬は、発病後
2日以内に服用しなければ、効果は期待できない.

• 小児が使える解熱剤はアセトアミノフェンのみ.
• アスピリン、ジクロフェナク等は、小児への使用は、
ライ症候群やインフルエンザ脳症の悪化因子.

• 重症化が予想される患者が、肺炎や気管支炎を併発した場合、
合併症を予防するために、抗菌薬の投与が行われることがある.
※通常は抗菌薬は用いない：ウイルス感染に抗菌薬は効果がない.
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（１）インフルエンザ

予防
•行動的予防 コロナと同じく

①流行期は、３密を避ける.
②人と接する際はマスクを着用。

③外出後の手指消毒や手洗い.

•ワクチン
重症化や合併症の発生を予防する。副反応は少なく安全性が高い。高齢者への接種では、接種し
なかった場合に比べて、死亡の危険を1/5、入院の危険を約1/3～1/2に減少させることが期待できる。
しかし感染や発症そのものを完全には防御できない.

罹患時に内服治療が必要 [WHO推奨] （≒ワクチン接種が必要）

①妊娠中の女性 ②生後59か月未満の子供（注） ③ 65歳以上 ④慢性疾患あり

⑤化学療法中 ⑥ HIVまたはその他の疾患により免疫系が抑制されている.
（注）ワクチン接種について、小児は生後6か月から5歳まで
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（１）インフルエンザ

情報リテラシーをもって

• 世間には医学情報が氾濫している。
• 見聞きした情報がどの段階のものか吟味を。

• 医師→（ガイドライン・研究論文）→患者

• 「デマウイルス」には要注意。
ミスリードによる悪い結果には誰も責任は取ってくれない。

• ソ、ウ、カ、ナ？の活用
[ソ]ク断するな、[ウ]呑みするな、[カ]タよるな、[ナ]カだけ見るな

• ファクトチェックの活用を。
「ファクトチェック・イニシアチブ http://shimo-switch.com/hints/56868
図出典：看護師向け情報メディア https://kamesan-kamesan.com/evidence-level/］
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（２）新型コロナウイルス

感染状況

・過去5つの流行。2021年12月の第4波が最大。
・新規感染者数は、2022年12月以後、30−80人/月。
・死者は、4月13日以後は報告なし。
・総数は、感染者501,117人、死者7,574人 (11月27日時点)

感染者総数

最近1週間の感染者数
出典：WHO [2023年12月14日時点]

エチオピア

※縦軸のスケールは
異なります

[WHO Covid-19 Dashboad Ethiopia]
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（２）新型コロナウイルス

日本の感染状況

2023 
5月8日

5類に移行

注意：絶対数ではない

12/10まで
のデータ

厚労省データを元に内閣府が作成
https://corona.go.jp/various-data/

厚労省データをNHKがまとめたもの

参考：インフルエンザ流行注意報基準10.0人/定点

赤⇧増加
青⇩減少

新型コロナウイルス感染症 定点あたり報告数推移

2023年
1月



５．大使館からのお知らせ

（１）エチオピア入国時免税範囲について

（２）コーヒーの持ち出し制限について

29



エチオピア入国時免税範囲について

30

エチオピア財務省：個人輸入品の免税範囲
品 目 単 位 許可量（台）

１ たばこの葉 グラム 200

２ 紙巻きたばこ 箱 20

３ 刻みたばこ グラム 250

４ アルコール リットル 2

５ 香水（オードトワレ） ミリリットル 500

６ 香水（オードパルファン） ミリリットル 500

７ スマートフォン 台 2

８ パソコン 台 1

品 目 単 位 許可量

９ カメラ 台 1

1
0 車イス 台 1

1
1 腕時計 個 1

1
2 電動ひげそり 個 1

1
3 ヘアドライヤー 個 1

1
4 ヘアアイロン（コテ） 個 1

1
5 個人が服用する薬 ー 個人が必要

とする範囲
1
6 衣類・くつ ー 個人が必要

とする範囲
出典：エチオピア財務省令第 923/2014



エチオピア入国時免税範囲について
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【他国での事例】禁制品や制限品目の持ち込み・持ち出し

ヴァイオリンを持ち込もうとしたが、所定の税関申告をしていなかったため、
楽器が没収され高額な罰金も科せられた。
たばこを持ち込もうとしたが税関職員に制限量の超過を指摘され、税金ではな
く高額の罰金支払いを命じられた。
電子たばこ（含、加熱式たばこ）を禁止国に携行したところ、逮捕され多額の
罰金を命じられた。
観光中、骨董品市場で掘り出し物を見つけ購入した。ところが、出国の際、税
関検査で持ち出し禁止の美術品であるとして没収された。

入国時、全ての荷物を開披検査し、税関法上の違法物品を厳しく取り締まって
いる国があります。悪質と判断されれば、品物を没収されるだけでは済まず、
法律違反として拘束されることもあります。
持ち込み・持ち出し禁止（制限）品目や出入国時の外貨申告制度など、出入国
に関わる規制に関する正確な情報を入手して、それらを遵守しなければなりま
せん。見つかっても没収される程度というような安易な考えは禁物です。



エチオピア出国時のコーヒー持ち出し制限
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10月3日発、領事メールより
個人がお土産用などとしてエチオピア国内で購入したコーヒー（ローストした豆及び
粉状にした物）のエチオピア国外の持ち出しについて、現在、一人２㎏に制限されて
います。
事例として、在留邦人の方が日本帰国時にお土産として購入したコーヒー約６㎏全て
が手荷物検査時に没収されました。
個人によるエチオピア国外へのコーヒー持ち出しを厳しく制限しようとして動きがあ
りますので、ご注意ください。
なお、コーヒーの生豆の国外持ち出しは、以前から禁止されています。

【参考：エチオピア航空ＨＰ】
https://www.ethiopianairlines.com/aa/t
ravel-updates/ethiopian-customs-
regulation



ご静聴ありがとうございました。

お問い合わせはこちら

警備領事班
0911-200-721（渡邉）
hideyuki.watanabe@mofa.go.jp

0911-216-773（吉田）
shoichi.yoshida-2@mofa.go.jp
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６．質疑応答
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